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５　Ⅰ　平面上のつのベクトルとは零ベクトルではなく，とのなす角度はである。このとき
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　　　　のとりうる値の範囲を求めよ。
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とおくと，は正ですべての実数値をとり　
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　　ここで　
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　……①　であり

　　　　　　  　……②　

　　の次方程式②が＞の範囲に少なくともつの実数解をもつようなの値の範囲を求める。
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　　　　　  ＜だから  のグラフは軸の正の部分とつの共有点をもつ，すなわち②は＞の

　　　　　範囲につの実数解をもつ。

　　　　　


のとき

　　　　　放物線  の軸は
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であり，  であるから，＞の範囲に共有点はない。
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補足　数学Ⅲの範囲では  
   

  
が＞で増加関数であり
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　　であることから　
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